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現
代
の
国
家
財
政
に
沿
い
て
租
税
は
重
要
左
収
入
ぞ
あ
り
、

げ
か
、
こ
の
税
源
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
税
本
に
つ
い
て
夜
に
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

税
木
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
グ
ス
経
済
学
の
立
場
て
も
、
将
又
、
近
代
経
済
学
D
立
場
て
も
「
利
潤
」
て
あ
る
点
に
は
両
者
と
も
同
じ

モ
白
税
源
は
、

地
代
・
利
子
・
企
業
家
所
得
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

で
あ
る
が
、
利
潤
た
る
税
木
白
原
動
力
す
た
わ
ち
税
木
て
あ
る
利
潤
は
如
何
に
し

τ形
成
せ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
相
下
一
に
対
立
す

る
見
解
に
あ
る
。
前
者
は
生
け
る
労
働
力
が
剰
飴
価
値
た
る
利
潤
を
創
る
と
い
い
、
後
者
は
資
木
が
利
潤
を
創
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
両
者
の
租
税
の
見
解
に
つ
い
て
も
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
資
本
と
労
働
力
と
の
有
機
的
結
舎
の
作
用
と
し

τ、
税
本
た
る
利
潤
が
形
成
せ
ら
れ
る
と
の
結
論
に
到
達
せ
ぎ
る

を
待
な
い
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
が
研
究
を
述
ベ
る
と
と
と
す
る
。

7

Y

N

Y

ス
経
済
学
の
税
本

マ
ル
ク
ス
経
済
の
す
一
場
て
の
租
税
K
対
す
る
見
解
は
、
生
け
る
労
働
者
白
創
り
た
剰
飴
佃
値
の
一
部
分
を
国
家
権
力
に
よ
り
強
制
的

税
本
町
一
問
題

第
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T
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に
徴
収
す
る
価
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
賃
銀
労
働
者
の
負
担
す
る
租
税
は
、
そ
の
価
値
部
分
だ
け
、
生
活
費
の
切
下

げ
と
た

P
(
マ
ル
ク
ス
に
工
る
賃
銀
は
生
活
再
生
産
費
説
ぜ
あ
る
か
ら
)
、
資
本
家
の
負
担
す
る
租
税
は
、
資
木
蓄
積
部
分
の
価
値
、

或
は
賀
沢
費
に
充
て
ら
れ
る
価
値
部
介
の
減
少
と
な
る
。
し
か
し
て
、
資
本
主
義
国
家
の
課
税
権
力
は
、
資
本
家
の
手
に
h
s
h
v
て
行
わ

れ
、
無
産
階
級
に
は
不
利
に
決
定
吉
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
己
の
一
聞
の
消
息
を
マ
ル
グ
ス
主
義
者
の
一
言
葉
ゼ
語
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く

で
あ
る
。

労
賃
と
利
潤
、

は
、
せ
い
ぜ
い
附
随
的
た
点
に
つ
い
て
少
し
の
変
更
を
受
け
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
モ
れ
以
上
そ
の
根
底
を
脅
か
さ
る
る
こ
と
は
断
じ

「
資
本
家
的
生
産
白
上

r立
ヮ
て
い
る
介
配
関
係
、

利
潤
と
利
子
、

利
潤
と
地
代
と
の
関
係
は
、
租
税
に
工
っ
て

て
在
い
。
租
税
に
関
す
る
凡
ゆ
る
調
査
や
論
議
や
は
、
要
す
る

rみ
左
己
目
一
一
資
本
的
関
係
の
永
続
を
前
提
と
し
た
も
の
一
だ
。
た
と
え
租

税
を
廃
止
し
て
も
、
そ
れ
は
資
本
家
的
財
産
制
度
の
発
展
と
そ
の
矛
盾
の
発
展
と
を
早
め
る
だ
け
の
も
の

K
過
ぎ
な
い
。

租
税
は
あ
る
一
の
陪
級
を
ひ
い
き
し
て
他
の
陪
殺
を
圧
し
つ
け
る
と
と
、
例
え
ば
金
融
貴
族
が
政
庖
す
る
場
合
の
如
さ
に
こ
れ
を
見

る
l
l
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
プ
ロ

ν
グ
リ
ヤ
階
級
と
の
間
に
あ
る
1
1
1
社
会
の
中
間
階
級
を
滅
ぼ
す
も
の
に
相
違
な
い
L

(
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官
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目
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円
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H
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Z
2
M
E品
開
口
問
。

F
E
回

'" 

印

A
F
U
仏
l
i串
h
F
N
)

(
同
方
由
民
訳
参
悶
)
。

「
中
世
に
ゐ
け
る
貴
族
は
、
租
税
の
一
免
除
に
よ
り
、
会
共
福
祉
の
費
用
を
、
抑
圧

r苦
し
む
無
産
階
級

r負
担
せ
し
め
た
、
近
世
に

お
け
る
プ
か
ジ
ョ
ヮ
。
イ
も
己
れ
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

彼
等
は
言
う
。

各
人
は
負
担
能
力

r応
じ
て
租
税
を
負
払
す
べ
し
と
い
う
。

だ
が
し
か
し
、
間
接
税
に
上
っ
て
大
資
本
の
た
め
白
租
税
免
除
と
殆
ん
ど
同
一
の
結
果
を
実
現
し
、
国
家
の
一
費
用
を
比
股
的
貧
困
た
る

階
級

r負
わ
し
め
る
」
(
司
問
「
司
戸
川
出
自

=0・ロ
E
E
P
2
E
o
m
H
2
2
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品
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想
己
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参
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U
b

以
上
は
、
マ
ル
グ
ー
の
剰
余
侃
値
(
利
潤
)
を
税
本
た
り
と
い
う
こ
と
を
是
認
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
租
税
の
見
解
て
あ
る
が
、

こ
の
見
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
、
ど
う
か
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
心
立
場
で
の
税
本
で
あ
る
剰
余
価
値
(
利
潤
)
は
、

り
て
先
ず
労
働
価
値
説
か
ら
述
ベ
ょ
う
。

凡
ゆ
る
財
貨
が
直
接
に
或
は
貸
幣
を
媒
介
と
し
て
交
換
せ
ら
れ
る
の
は
、
交
換
さ
れ
る
相
互
の
財
貨
に
質
的
に
共
通
な
も
の
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
は
、
財
貨
を
生
産
す
る

K
当
っ
て
、
社
会
的
に
必
要
社
平
灼
労
働
て
あ

P
、
己
臼
労
働
時
聞
の
大
小
に
よ

P

マ
ル
F
ス
特
有
の
労
働
価
値
説
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
o

従

交
換
比
率
が
決
ま
る
。

し
か
し
て
労
働
力
の
交
換
伺
値
は

労
働
力
を
再
生
産
す
る
に
必
要
友
生
活
資
料
を
生
産
ナ
る
た
め
陀
要
す

る
労
働
時
間
て
あ
る
と
さ
れ
、

こ
の
仙
値

ω貨
幣
的
表
硯
が
賃
銀
て
あ
る
と
す
る
考
え
が
労
働
佃
値
の
根
本
的
な
考
え
方
て
あ
る
。

(
〈
悶
】
戸
富
山
円
以
内

4
U
E
同
忍

=ιH-4。HM
4

K

戸
且

O
B仲
間
宮
間
・
印
印
ち
i
中
田
)

い
古
具
休
的
取
例
を
挙
げ
て
、
労
働
価
値
と
こ
の
佃

値
を
前
提
と
し
て
の
剰
余
価
値
た
る
利
潤
の
成
立
を
説
己
う
。

い
ま
仮
に
金
ベ

Y

D
万
年
筆
一
ー
本
を
生
産
す
る
場
合
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
純
金
一
匁
の
価
格
は
二
、
二
王

O
円
と
し
、

(
現
在

日
本
て
白
金
の
自
由
価
格
に
略
ぼ
一
致
す
る
)
。
こ
れ
が
採
掘
に
必
要
と
き
れ
る
平
均
労
働
時
聞
を
二

0
時
間
即
ち
一
時
間
は
一

五
円
と
仮
定
す
る
。

金
ベ

Y

の
万
年
筆
一
本
心
製
造
に
あ
っ
て
は
、

生
産
手
段
(
機
械
設
備
償
却
に
四
時
間
分
・
原
料
及
効
力
に
二
十
時
間
分
)
・
労
働

カ
(
四
時
間
分
こ
れ
で
一
日
分
の
生
活
費
に
相
当
)
を
要
す
る
と
す
る
。
い
ま
三
、

一
五

O
円
の
貨
幣
士
も
っ
て
万
年
筆
一
本
を
生
産

す
る
場
合
は
、

税

本

の

問

題

耳
八

l
巻

一一一四九

第
四
号

五



税

本

の

問

題

第
八
十
巻
一
…
一
一
札
。

第
四
号

ノ、

ロコ
u 

H 

o 
2 

2司
/¥ 
)> ? 
(ー」、
， ~ 九

五車五
百冨盃

同

時.~時注
目印日
000  

:B:B:B 

ー
トu

-司
( 

出
認
有1
4 
乙心

同
日
o 
E 
) 

の
( 

ω 

回
目。
E 
〕

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ゼ
は
資
本
家
は
三
、
一
五

O
凶
を
投
じ
て
、

二

五

O
円
の
生
産
物
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
剰
余
価
値
(
利
潤
)

は
事
も
生
産
さ
れ
ず
、
従
っ
て
最
初
に
支
出
さ
れ
た
質
幣
は
突
は
資
本
と
た
り
得
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
力
と
い
う
商
品
は
特
殊
な

性
質
を
有
す
る
も
白
J

し
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、

己
の
単
な
る
価
値
形
成
の
過
程
窓
口
問
R
E
O
吋
巧
q
H
E
5
5間
8
2
N何
回
)
か

b
さ

ら
に
進
ん
で
価
値
増
殖
の
過
程
(
司
2
4
2
Zロ
国
名
目
見
出
)
と
転
化
す
る
。
け
だ
し
労
働
力
に
合
ま
れ
て
h
る
過
去
の
労
働
力
と
、
労

働
力
の
発
揮
し
ろ
る
生
け
る
労
働
力
と
は
企
く
モ
の
大
き
さ
を
具
に
す
る
。
例
え
ば
労
働
者
を
一
日
生
か
し
て
お
〈
た
め
の
生
活
資
料

日
生
産
に
要
す
る
労
働
時
間
は
、
前
述
の
仮
定
ぞ
四
時
間
て
あ
る
と
し
て
も
ョ
そ
の
労
働
者
は
一
日
の
う
ち
、
八
時
間
て
も
十
時
間
て

も
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
が
由
来
る
。

か
く
て
、
前
例
の
万
年
筆
一
本
の
生
産
陀
代
え
る
に
い
ま
二
本
を
生
産
す
る
た
め
、
五
、
八
五

O
円
を
も
っ
て
生
産
を
な
す
場
合
に

は
つ
ぎ
に
示
す
よ
う
に
四
五

O
円
の
剰
飴
価
値
(
利
潤
)
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
因
に
労
働
の
分
量
が
倍
に
た
れ
ば
、
他
の
事
情
K
し

て
変
化
な
さ
か
ぎ
り
、
モ
の
労
働
を
吸
収
す
べ
き
生
産
手
段
の
分
量
も
ま
た
倍
に
な
る
。

。
(
印
富
司
)
当
〈
叶

wrh一
沢
一
川
仏
鍔
回
一
司
司
、

(
E
g
g
-の
(

町

田

町

町

中

日

P
)

以
ム
の
主
う
に
、
剰
余
価
値
た
る
利
潤
は
、
生
け
る
労
働
カ
に
よ
り
て
創
ら
れ
、
そ
し
て
地
代
、
利
子
と
い
う
税
源
は
利
潤
白
分
裂

形
態
と
す
る
マ
ル
グ
ス
の
立
場
か
ら
し
て
は
、
前
掲
白
租
税
の
見
解
は
妥
当
性
を
も
っ
、
し
か
し
た
が
ら
、
価
値
の
創
造
は
、
生
け
る



労
働
力
の
み
で
は
在
く
、
過
去
の
労
働
力
が
集
積
さ
れ
た
物
的
表
現
で
あ
る
生
産
手
段
(
資
本
〉
に
も
、
そ
の
寄
与
悦
を
認
め
る
私
の

立
場
か
ら
し
て
は
そ
の
妥
当
性
を
欠
〈
も
の
で
あ
る
③

マ
ル
ク
ス
は
、
私
有
財
産
制
度
に
よ
り
、
所
謂
剰
余
価
値
を
搾
取
す
る
と
い
う
機
能
を
述
べ
る
に
急
で
あ
っ
て
、
財
産
、
す
な
わ
ち

治
具
、
機
械
と
い
う
資
本
が
、
価
値
創
造
に
寄
与
す
る
点
主
無
視
し
℃
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
人
間
の
過
去
並
に
現
在
白
労
働

力
は
、
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
意
味
の
労
働
価
値
説
の
立
場
金
賞
く
と
す
れ
ば
、
人
聞
の
労
働
力
白
延
長
て
あ
り
、
結
晶
て
あ
る
労

働
手
段
た
ゐ
機
械
た
り
道
具
が
財
貨
臼
生
産
に
あ
た
っ
て
、
価
値
の
創
造
に
基
も
寄
与
ぜ
ず
、
た
だ
過
去
の
労
働
の
価
値
が
生
産
物
に

添
加
さ
れ
る
に
過
さ
在
い
と
ナ
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

一
歩
譲
っ
て
、

原
料
、

材
料
、

燃
料
と
い
う
生
産
材
料
は
、
生
産
物
に
そ
の

価
値
を
移
転
し
添
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
す
る
も
、
私
は
、

こ
と
で
私
有
財
産
制
度
て
あ
る
か
ら
、
財
産
(
資

本
・
生
産
手
段
〕
に
価
値
創
造
の
佼
割
を
認
め
な
い
と
か
、
固
有
財
産
制
度
で
あ
れ
ば
、
財
産
(
資
本
・
生
産
手
段
)
に
価
値
創
造
の

役
割
を
認
め
る
と
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
友
い
。
財
産
制
度
位
、
財
産
が
出
来
て
後
白
結
果
を
私
有
に
す
る
と
か
、
国
有
托
す

る
と
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
私
が
問
題
と
す
る
の
は
、
財
産
制
度
の
私
有
国
有
心
如
何
を
関
わ
ず
、
財
産
即
ち
道
具
、
機
械
と
い
う
生

産
手
段
な
る
も
の
は
、
人
間
の
手
や
足
と
同
じ
よ
う
に
、
人
出
労
働
力
の
延
長
で
あ
り
、
人
間
労
働
の
結
晶
て
あ
る
が
故
に
、
人
間
の

労
働
力
が
過
去
の
集
積
で
あ
ろ
う
と
、
現
在
の
労
働
力
と
を
問
わ
ず
人
間
労
働
力
一
般
は
、
人
類
に
必
要
左
財
貨
を
つ
く
る
と
い
う
学

説
を
貫
く
と
、
こ
れ
に
も
、
生
け
る
労
働
力
の
よ
う
に
、
価
値
創
造
臼
校
制
官
認
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
ー
所
詞
マ
ル
ク
ス
の

相
対
的
剰
徐
価
値
の
成
立
は
こ
れ
が
反
証
て
あ
る
と
考
え
る

(
己
の
点
は
後
て
明
か
に
す
る
)
。

財
産
制
度
如
何
に
よ
り
て
、
生
産
手
段
に
価
値
創
造
心
役
割
が
認
め
ら
れ
、
或
は
否
定
す
る
も
む
が
、
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

枇
官
錯
が
乱
打
さ
れ
て
い
る
か
ら
火
事
で
あ
る
と
判
断
す
る
と
同
じ
で
あ
る
。
警
鐘
が
鳴
る
の
は
、
火
事
と
い
う
原
因
が
あ
っ
て
鳴
b
さ

一
二
七

税

本

の

問

題

第
八
十
巻

五

第
四
号



稿

本

の

問

題

第
八
十
巻

五

第
四
号

戸、

れ
る

ω
て
、
警
鐘
は
結
呆
て
、
火
事
は
原
因
て
あ
る
。
財
産
制
度
は
財
産
が
旧
来
て
の
ち
の
結
果
を
、
私
有
に
す
る
か
固
有
に
す
る
か

の
問
題
て
あ
り
、
財
産
の
原
因
は
財
産
制
度
白
如
何
を
問
わ
ず
、
財
貨
の
生
産
は
、

(
財
産
の
原
因
は
)
道
具
、
機
械
と
生
け
る
労
働

力
と
の
有
機
的
な
活
動
に
よ
り
て
、
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
ゐ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
価
値
創
造
の
佼
割
は
生
産
手
段
と
労
働
刀
と
の

有
機
的
関
係
に
沿
い
て
つ
く
ら
れ
る
。

労
働
手
段
(
遁
具
機
械
〕
に
佃
値
創
造
の
役
割
を
認
め
る
と
い
う
ζ

と
に
よ
れ
ば
、
所
謂
有
産
者
が
無
産
者
を
搾
取
す
る
と
い
う
理

論
が
会
面
的
に
は
成
立
せ
ず
、
か
く
て
は
万
国
臼
労
働
者
団
結
し
て
、
搾
取
政
権
た
る
資
木
主
義
国
家
主
変
革
せ
し
め
よ
う
と
い
う
無

産
者
革
命
理
論
が
後
退
す
る
か
ら
、
労
働
手
段
に
は
価
値
創
造
の
役
割
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
と
い
え
ば
言
え
る
。
し
か
し
素
朴
た
政

治
論
止
し
て
は
、
と
も
か
〈
も
、
経
済
理
論
と
し
て
は
、
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
勿
論
て
あ
る
。

私
は
、
上
述
白
ご
と
く
、
人
間
の
手
や
足
の
延
長
で
あ
り
、
人
間
労
働
力
の
物
象
化
し
た
道
具
、
機
械
と
い
う
労
働
手
段
(
生
産
手

段
)
に
は
、
価
値
創
造
の
機
能
を
認
め
る
立
場
を
と
る
。

こ
の
立
場
に
た
つ
と
、

マ
ル
ク
ス
が
問
題
と
し
た

「
利
潤
の
平
均
利
潤
へ
の
転
形
L

資
本
論
第
三
部
第
二
分
冊
第
二
篇
〕

( 

司
αq 

umwm
同
m名目
H
M
W
H

回
己
口
印
印
同
出
回
出
回
出
)
白
問
題
も
矛
盾
な
く
解
明
す
る
こ
と
を
得
る
と
思
う
。

い
ま
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
見
解
を
述
。
へ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
イ
あ
る
。

資
本
の
構
成
を
呉

rす
る
次
の
如
き
五
種
の
生
産
部
門
を
も
フ
て
社
会
全
体
の
生
産
部
門
を
代
表
せ
し
め
、
剰
余
価
値
は
掛
酬
で
の
部

門
主
通
じ
て
一

O
O
%と
す
る
。
生
産
物
は
モ
む
価
値
に
お
い
て
販
売
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
各
種
生
産
部
門
に
沿
け
る
利
潤
率
は
、
第
-

衰
の
一
京
す
ご
と
き
差
異
を
呈
す
る
て
あ
ろ
ろ
。

と
こ
ろ
が
現
実
の
社
会
て
は
、
こ
の
一
表
に
示
す
と
と
ろ
と
は
全
く
反
対
の
事
実
、
す
な
わ
ち
各
種
生
産
部
門
の
聞
に
ゐ
け
る
利
潤
平



均
の
傾
向
社
有
ナ
る
。

そ
こ
で
五
]
々
に
と
っ
て
い
か

に
し
て
か
か
る
平
均
利
潤
率
が

生
ま
れ
る
か
、
ま
た
生
ま
れ
ね

ば
な
b
ぬ
か
が
問
題
と
な
る
。

第
二
去
に
一
不
す
よ
う
に
、
平

均
利
潤
率
は
、
各
積
部
門
心
生

産
物
が
み
な
一
様
K
、
そ
の
費

用
価
格
に
剰
余
価
値
の
平
均
を

加
え
た
も
の
、
委
し
く
言
え
ば
、

第
一
・
第
四
・
第
五
部
門
の
一
生

産
物
は
価
値
以
上
の
価
格
を
も

っ
て
、
販
売
さ
れ

A
Eと
に
よ

り
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
何
が
ゆ
え
に
か
く

の
ご
と
き
方
法
ぞ
利
潤
率
白
平

均
が
実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
に

税

本

の

阿

題

表〕

資本(LJ長且HHh|lL山市
〔第

70 9C 50 20% 20 100% 1 80c +20v 

81 111 51 30% 30 100% 1I 70 c +30v 

91 131 51 40% 40 100% ][ 60 c +40v 

55 70 40 15.?'i。15 100% IV 85c十15v

15 

iL竺ど竺~出~I
豆竺竺竺止二しとと2% I - I 一一

2C 10 5% 5 100% -v 95 c + 5v 

% 

表〉

商 品 凸 価骨背を格か離のら価資本 利潤率の
剰余醐|何値|費用価格|価額

1 80 c + 200 v I 20 90 I 70 92 I 22% I + 2 

1I 70c十 30vI 30 111 I 81 I 103 I 22% I -8 

][ 60 c 十 40vI 40 131 I 91 113 I 22% I -18 

JV 85じ十 15v I 15 70 I 55 77 I 22% I + 7 

y 95c+ 5vl2015  37 I 2216 十17

計 1-1422 1-1422 1 卜26-26

〔第

捕
八
十
巻

五

第
四
号

九



税

本

の

阿

国

第
八
十
巻

五
1)1.1 

捧
凹
号

。

ぞ
れ
は
各
積
生
産
部
門
の
問
に
競
争
が
行
わ
れ
ャ
る
か
ら
で
あ
る
と
マ
ル
ク
ス
は
述
べ
る
。

つ
ぎ
に
前
掲
第
二
表
に
示
す
如
く
に
、
資
本
制
社
会
が
一
定
の
段
階
に
れ
ハ
つ
す
る
土
、
側
値
法
則
も
一
つ
の
発
展
争
と
げ
る
。
そ
こ

で
は
誇
商
品
は
価
値

y一
う
り
に
売
ら
れ
な
い
で
、
生
産
価
格
(
生
産
部
面
白
費
用
価
栴
に
平
均
利
潤
を
加
え
た
も
の
)
を
も
っ
て
売
ら

れ
る
上
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
資
本
構
成
の
高
い
部
門
の
資
本
家
は
、
生
産
価
格
y
f
一
価
値
と
の
差
額
(
価
格
の
価
値
か
ら
の
背
離
)

を
超
過
利
潤
〔
印
己
HUETHU呂
田
門
)
と
し
て
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
て
こ
の
超
過
利
潤
は
、
資
本
構
成
の
低
い
部
門
白
剰
余
価
値
の
た
か
か

b
、

競
争
を
つ
う
じ
て
、

獲
得
さ
れ
た
も
の
ぞ
あ

担
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
部
門
(
こ
と
で
は
五
づ
の
部
門
)
の
総
和
と
し
て
み
た
社
会
全
体
に
つ
一
い
て
い
え
ば
、

諸
商
品
の
生
産
価
格
白
総
和
は
、
そ
の
価
値
の
総
和

r等
し
円
四
で
あ
る
と
い
う
。
蓋
し
マ
ル
グ
ス
ゼ
は
価
値
法
則
が
価
格
法
則
を
貫

〈
立
場
で
あ
る
か
ら
価
値
と
価
格
は
全
体
と
し
て
一
致
す
る
臼
て
あ
る
(
第
二
表
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
価
値
も
生
産
価
格
も
「
四
二

二
」
で
あ
る
(
マ
ル
グ
ス
資
本
論
第
二
篇
利
潤
の
平
均
利
潤
へ
の
一
転
形
の
申
で
特
に
第
十
章
競
争
に
上
る
一
般
的
利
潤
率
の
均
等
化
・

市
場
価
格
と
市
場
価
値
・
超
過
利
潤
参
照
)

(
註
一
)
刻
澗
の
平
均
利
潤
へ
の
転
形

剰
余
価
伺
率
が
す
べ
て
の
個
別
資
本
を
つ
う
じ
て
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
利
潤
卒
は
ぞ
れ
ら
の
資
本
の
有
機
的
構
成
が
相
具
す
れ
ば
相
違
し
て
く
る
。

い
ま
利
潤
卒
を

Y

で
剰
余
価
値
平
を
削
で
表
せ
ば
、

司

王

い

「

さ

尚
、

;
1

2
+
3
i
H
J
m
十
円

て

可

て
き
、

円
+
て

利
潤
率
は
資
本
の
有
機
的
構
成

C
一v
が
高
度
な
ほ
ど
低
く
な
る



私
は
つ
ぎ
に
右
に
掲
げ
た
マ
ル
ク

λ
D
第
一
表
並
に
第
二
去
を
批
判
す
る
と
し
よ
う
。

生
け
る
労
働
力
の
み
が
、
剰
余
価
情
金
制
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
労
働
佃
値
説
の
立
場
か
ら
し
て
、
前
掲
第
一
表
は
何
等
問
題
と
す

る
と
こ
ろ
は
な
h
。
か
ん
L
L

な
れ
ば
止
け
る
労
働
力
に
投
下
さ
れ
る
可
変
資
本
部
分
の
大
小
に
比
例
し
て
剰
余
価
値
畳
も
利
潤
率
も
増

減
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
表
に
沿
い
て
は
、
可
変
資
本
部
分
の
大
小
に
逆
比
例
し
て
、
価
格
の
価
値
か
ら
の
背
離
を
一
F

L
て
い
る
。
こ
の
背
離
を
マ
ル
ク
ス
て
は
超
過
利
潤
と
名
付
け
、
資
本
構
成
が
高
度
化
し
、
機
械
設
備
・
原
料
・
動
力
に
投
ぜ

b
れ
る

不
変
資
本
部
分
が
、
労
働
力
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
る
可
変
資
本
部
分
よ
り
大
と
な
れ
ば
大
と
な
る
程
こ
の
超
過
利
潤
は
大
と
な
る
と
い

う
が
、
己
の
超
過
利
潤
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
計
算
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

先
ず
引
円
変
資
本
部
分
に
応
じ
て
比
例
的
に
剰
余
価
値
が
生
れ
る
と
し
(
第
一
表
・
剰
余
価
値
二

0
・
三

0
・
四

0
・
一
五
・
五
)
し

か
し
て
、
現
実
に
お
い

τは
、
競
争
に
よ
り
て
こ
の
剰
余
価
値
は
、
平
均
の
三
二

(
N
E
十
日
司
十
色
十
百
十
日
H
H
H
H
D

ロ()l回
目

N
G
に

落
付
く
と
し
、
こ
の
二
二
の
最
初
投
資
し
た
全
資
本
(
ロ
+

d

H

H

C

S

K

対
す
る
%
す
在
わ
ち
三
二
%
を
利
潤
率
と
し
、

こ
の
利
潤

二
二
を
各
部
門
の
商
品
の
賓
用
価
格
(
河
川
引
旧
日
日
)
に
加
算
し
て
、
商
品
の
価
格
(
位

m
u
w幻
)
を
算
出
し
、
他
方
各
部
門
の
商

T
ム
市
ム

品
の
費
用
の
価
格

(mm紅
白
日
〉
に
各
部
門
の
剰
余
価
値

(mm羽
目
5
〕
を
加
算
し
て
、
商
品
の
価
値
(
川
別
日
目
的
N
D
)

を
計
算

唱

i
'
A

し
、
こ
の
価
格
と
価
値
の
両
者
の
差
額
を
超
過
利
潤
て
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
商
品
白
費
用
価
格

(
m
m
m回
目
)

に
対
し
て
、
商
品
の
価
値
の
場
合
に
は
、

各
部
門
の
剰
余
価
値
士
加
え
、
商
品
の
価
格
白
場
合
に
は
、

各
部
門
の
剰
余
佃
値
の
平
均

(

m

)

を
加
え
た
も
の
と
す
る
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
部
門
の
剰
余
価
値
を
加
え
た
も
の
と
、
そ
の
平
均
を
各
部
門
毎
に
加
え
た

も
の
は
等
し
い
。
(
恕
卜
包
十
怠
十
5

+

印

H
H
H
H
C
H
H
C
i
m
H
N
N
N
N
十日
N

十
N
N
十
N
N
H
己
申
)
か
く
て
価
格
の
佃
値
か

b
の
背
離
も
十
日
品
l

訟
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

税

本

心

問

題

第
八
十
巻

三
ι

五
五

第
四
号



税

本

の

問

題

第
八
十
巻

五
六

第
四
号

こ
れ
で
は
所
講
超
過
利
潤
の
説
明
に
は
た
ら
た
い
G

こ
の
第
一
表
J
1

示
さ
れ
て
い
る
価
格
と
価
値
か
ら
の
背
慨
を
も
た
ら
一
す
根
木
は

何
か
、
そ
れ
は
、
不
変
資
本
部
分
が
生
庫
物
に
移
転
さ
れ
る
と
マ
ル
グ
ス
が
い
よ
ノ
消
費
さ
れ
た
C

(
印
日
日
叫
川
)
が
少
を
く
て
上
い

生
産
部
門
ほ
ど
、
価
値
と
価
格
と
の
背
離
が
大
て
あ
る
と
い
う
と
と
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
資
本
の
有
機
的
構
成
へ
C
一V
)

再度

化
し
た
生
産
部
門
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
優
秀
左
機
械
設
傭
を
使
用
す
る
と
と
に
よ
り
、
生
産
費
が
少
〈
て
品
質
の
良
川
V

製
品
を
大
量
に
生

産
し
得
る
か

b
市
場

r沿
い
て
競
争
力
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
で
生
け
る
労
働
力
へ
投
資
さ
れ
る
可
変
資
本
部
介
よ
り
割
令
に
お

い
て
不
変
資
本
部
分
の
方
が
犬
で
あ
る
棒
成
を
も
っ
生
産
部
門

r沿
い
亡
、

T

b

グ
ス
の
所
謂
剰
余
価
値
が
大
社
る
ど
と
く
に
現
わ
れ

る
の
て
あ
る
。

要
す
る
に
所
謂
マ
ル

F
ス
心
超
過
利
潤
の
現
象
は
、
資
本
構
成
の
高
度
化
に
比
例
し
て
大
と
な
る
と
と
は
、
優
秀
な
機
械
設
備
の
使

用
が
「
価
値
」
(
人
類
の
必
要
を
満
た
す
経
済
価
値
値
)
臼
創
造
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
臼
反
証
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
優
秀
左
機
械

設
備
の
使
用
が
労
働
力
と
同
じ
よ
う
に
、
税
本
て
あ
る
「
価
値
」
即
ち
「
利
潤
」
の
創
造

r寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
L
て
初
め
て

了
解
し
縛
る
で
あ
ろ
う
。

二
‘
近
代
経
済
学
の
税
本

近
代
経
済
学
の
立
場
て
の
税
本
は
、
利
潤
て
あ
り
、
こ
の
利
潤
は
、
土
地
・
生
産
手
段
・
労
働
力
と
W
ろ
生
産
諸
要
素
を
有
機
的
に

結
合
し
て
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
て
生
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
過
程
に
お
い
て
費
さ
れ
た
価
値
〔
土
地
・
生
産
手
段
・
労
働

力
の
価
値
〉
よ
り
も
よ
り
多
〈
白
価
値
が
創

b
れ
た
場
合
に
利
潤
が
生
れ
る
の
て
あ
る
。

こ
の
場
合
、
生
産
諸
要
素
を
有
機
的
に
結
合
さ
す
も
の
は
貸
幣
資
本
と
企
業
者
の
創
造
力
て
あ
る
。
こ
の
貨
幣
資
本
を
有
す
る
企
業



者
の
創
造
力
を
「
資
本
」
と
い
う
な
ら
ば
、
近
代
経
済
学
の
立
場
て
は
、
資
本
が
価
値
〔
利
潤
)
を
創
る
と
言
う
己
と
が
出
来
る
。

マ
ル
ク
ス
が
、
生
け
る
労
働
力
(
企
業
者
。
創
造
力
は
考
慮
士
ず
)
の
み
が
、
税
本
て
あ
る
経
済
価
値
(
利
潤
)
、

所
開
剰
余
佃
値

を
創
る
と
い
う
労
働
価
値
説
に
対
し
て
、
近
代
経
済
学
ぞ
は
、
資
本
佃
値
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
て
き
る
。

近
経
の
生
産
E
I
素
白
価
値
理
論
は
、
リ
カ

l
F
の
差
額
地
代
に
淵
源
を
も
っ
限
界
概
念
て
あ
る
。
生
産
者
要
素
を
結
合
さ
ず
に
用
い

ら
れ
る
貸
幣
(
資
本
)
に
対
す
る
用
役
た
る
利
子
は
、
資
本
の
限
界
効
率
に
工
り
決
定
せ
ら
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
限
界
利
潤
と
利
子
と

は
一
致
す
る
。
土
地
用
役
の
価
格
た
る
地
代
は
、
土
地
の
限
外
生
産
力
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
せ
ら
れ
、
生
け
る
労
働
力
周
伎
の
価
格
て

あ
る
賃
銀
は
、
労
働
力
の
限
界
生
産
力
に
よ
っ
亡
定
ま
る
と
せ
ら
れ
る
。

生
産
手
段
(
機
械
器
具
・
工
場
建
物
・
原
料
・
動
力
燃
料
〕
は
購
買
価
格
を
耐
久
年
限
・
消
箱
回
数
に
応
じ
て
原
価
を
償
却
す
る
。

以
上
自
如
〈
に
し
亡
決
定
せ

b
れ
た
、
利
子
胡
地
代
・
賃
金
並
に
原
価
償
却
費
の
合
計
額
は
生
産
費
を
形
成
し
、
己
の
生
産
費
を
商

品
売
上
高
よ
り
差
引
い
た
残
額
は
利
潤
て
あ
る

マ
ル
ク
ス
て
は
、
生
け
る
労
働
力
が
、
利
潤

F
な
わ
ち
剰
余
価
値
を
創
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
近
経
の
立
場
て
は
、
生
け
る
労
働

力
は
、
土
地
用
校
の
価
格
た
る
地
代
・
貨
幣
資
本
用
役
の
価
格
た
る
利
子
の
決
定
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
生
け
る
労
働
力
用
役
の
佃

格
て
あ
る
賃
金
は
、
労
働
力
白
限
界
生
産
力
に
よ
り
定
ま
る
と
せ
ら
れ
る
の

し
か
し
な
が
b
、
近
経
が
、
利
子
・
地
代
・
賃
金
が
限
界
生
産
カ
ゼ
決
定
せ
ら
れ
て
、
生
産
費
が
形
成
せ
ら
れ
商
品
売
上
高
よ
り
差

引
い
た
残
額
て
あ
る
利
潤
は
、
凡
て
企
業
資
本
家
に
帰
嵐
す
る
も
白
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
(
現
実
で
は
企
業
資
本
家
に
損
益
が
帰
属

利
潤
な
る
も
の
は
、
前
述

ω
よ
う
に
、
土
地
・
労
働
・
生
産
手
段
・
貨
幣
資
本
・
企
業
家
白
創
造

し
て
い
る
が
)
。
た
ん
と
た
れ
ば
、

カ
と
い
う
生
産
諸
要
素
、
即
ち
要
約
す
れ
ば
、
資
本
と
労
働
力
と
の
有
機
的
結
合
の
成
果
と
し
て
の
価
値
増
加
分
て
あ
る
か
ら
て
あ
る
。

税

本

の

問

題

第
八
十
巻

主

七

第
四
号



税

本

D

問

題

第
八
十
巻

且

ノ1

第
四
号

回

近
経
の
限
界
生
産
力
説
に
よ
り
て
、
利
子
・
地
代
・
賃
金
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
恰
も
、
貨
幣
資
本
・
土
地
・
労
働
力
が
、
生
産
に

寄
与
し
た
割
合
に
応
じ
て
山
給
付
て
あ
り
、
企
業
者
所
得
は
、
企
業
資
本
家
の
独
占
す
べ
き
が
当
然
で
あ
る
が
如
き
錯
覚
に
陥
い
る
。

か
く
て
、
近
経
の
立
場
て
の
財
政
学
て
は
、
意
識
的
に
或
は
無
意
識
的

μ
税
本
は
利
潤
て
あ
る
と
せ
ら
れ
、
税
本
て
あ
る
利
潤
の
漏

養
と
育
成
を
図
る
こ
と
が
、
課
税
の
恨
本
原
理
で
あ
っ
て
、
こ
白
利
潤
獲
得
の
衝
動
を
阻
害
す
る
よ
う
な
租
税
は
所
謂
国
民
経
済
原
則

に
反
す
る
も
の
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。
そ
し
亡
地
代
・
利
子
・
賃
金
或
は
原
価
償
却
の
対
象
た
る
生
産
財
に
対
ナ
る
課
税
は
、
生
産
費

三
両
め
、
引
い
て
は
利
潤
む
低
減
作
用
士
も
た

b
す
。
と
く
に
利
子
へ
の
課
税
は
、
貯
蓄
心
を
萎
縮
さ
せ
資
本
諸
積
を
阻
害
す
る
も
白

と
し
℃
破
遠
ぜ

b
れ
、
労
賃
へ
白
課
税
は
、
財
政
窮
乏
の
際
に
は
屡
々
採
用
せ

b
れ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
生
活
そ
の
も
む
が
弾
力
性

を
有
し

τ
い
る
乙
と
と
、
政
治
力
の
弱
い
層
て
あ
る
か
ら
て
あ
る
。

、
卑
見
に
よ
る
税
本

以
上
私
は
、
租
税
の
基
本
て
あ
る
税
本
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
λ

経
済
学
の
立
場
て
は
、
生
け
る
労
働
力
に
よ
ヲ
て
創
造
古
れ
る
剰
余

価
値
で
あ
り
、
近
代
経
済
学
の
立
場
て
は
、
資
本
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
と
さ
れ
る
(
突
は
そ
う
で
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
ご
と
く
て

あ
る
)
利
潤
て
あ
る
。
と
り
近
経
の
立
場
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
立
場
て
、
税
本
た
る
剰
余
価
値
白
創
造
力
と
さ
れ
た
生
け
る
労
働
力
は
、

た
だ
単
に
企
業
利
潤
を
形
成
す
る
一
つ
の
生
産
費
と
し
て
計
算
さ
れ
、
原
料
代
な
り
燃
料
代
と
そ
の
本
質
主
同
じ
〈
し
て
取
扱
う
。

は
た
し
℃
、

γ

ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
に
た
っ
税
本
の
考
え
と
、
近
代
経
済
学
白
立
場
に
た
っ
税
本
の
考
え
と
、
そ
白
い
ず
れ
が
是

か
非
か
、
換
言
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
λ

主
義
財
政
学
が
税
本
と
考
え
る
も
の
と
、
資
本
主
義
財
政
学
が
税
本
と
考
え
る
も
の
と
、
彼
此
い

づ
れ
が
是
か
非
か
、
私
は
モ
の
い
づ
れ
も
、
自
民
て
た
く
非
で
あ
る
と
考
え
る
。
モ
の
い
づ
れ
も
、

一
面
の
真
理
士
伝
え
る
も
全
面
の
真



理
を
説
く
も
の
で
は
も
仏
い
か

b
で
あ
る
。

い
ま
つ
ぎ
に
乙
れ
が
卑
見
を
開
陳
す
る
と
し
よ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

近
代
経
済
学
て
の
税
本
(
利
潤
)
の
原
動
力
は
資
本
で
あ
り
(
現
実
に
利
潤
が
資
本
へ
帰
属
す
る
点
よ
り
し

て
)
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
て
の
税
木
〔
所
謂
剰
余
価
値
す
な
わ
ち
利
潤
)
の
原
動
力
は
生
け
る
労
働
力
て
あ
る
。

労
働
力
白
い
づ
れ
が
、
税
本
の
原
動
力
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
結
論
を
さ
き
に
述
ベ
る
な

b
、
資
本
並
に
労
働
力
と
も
両
者
が
有
機
的
に

し
か
ら
ば
、
資
本
と

機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
利
潤
な

p
、

マ
ル
グ
ス
白
所
謂
剰
余
価
値
と
い
う
税
本
が
生
れ
る
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

士
地
(
開
墾
さ
れ
た
土
地
)
機
械
器
具
と
い
う
生
産
手
段
は
、
過
去
の
人
間
労
働
が
蓄
積
さ
れ
た
物
的
表
現
て
あ
り
、
人
間
の
手
や

(
註
ご

見
の
延
長
と
し

τ
の
働
さ
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

(
註
一
)
機
械
道
具
が
人
間
労
働
力
の
蓄
積
で
あ
り
延
長
で
あ
り
、
人
同
の
子
や
見
と
同
様
な
働
き
会
な
す
と
い
ふ
見
解
は
、
必
ず
し
も
一
家
言
で
は

な
く
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
氏
、
ト
レ
ン
ス
氏
も
古
く
か
ら
こ
り
見
解
を
つ
ぎ
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

マ
カ
ヨ
ヴ
ク
氏
田
く
「
労
働
は
正
当
に
一
種
目
行
動
式
は
作
用
主
名
付
け
る
こ

E
M
出
来
る
。
そ
の
汚
動
或
は
作
用
は
、
そ
れ
が
人
聞
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
え
一
定
の
結
果
を
招
致
す
る
に
努
力
す
る
下
等
動
物
・
機
械
或
は
自
然
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
主
同
じ
で
あ
る
」

白
『
労
働
な
る
言
葉
は
価
値
に
つ
い
て
の
凡
て
の
研
究
に
際
し
て
は
或
は
人
聞
の
直
接
的
労
働
を
、
或
は
人
聞
に
上
っ
て
生
産
さ
れ
た

資
本
の
労
働
を
、
或
は
両
者
を
京
臨
す
る
』
「
資
本
D
利
潤
は
蓄
積
労
働
に
対
す
る
労
賃
の
別
名
に
他
な
ら
ぬ
」
(
』
C
F
M
M

問
釦
目

E
可
冨
2
己
rr

司
自
白
1
2
邑

司

己

主

E
H
F
oロ
o
E〕
出
回
目
同
日
・
司
寸
日

Z
o
Z
H
5
5
唱

凶

CH)

生
産
物
の
何
値
は
、
蓄
積
労
働
の
数
長
即
ち
資
本
で
あ
る
主
す
る
者
に
ロ
パ
ー
ト
・
ト

ν
ン
ス
民
を
挙
げ
得
る
。
ト
レ

γ

ス
民
は
同
一
一
舶
の
二
つ

の
資
本
は
(
固
定
資
本
と
施
動
資
本
)
そ
の
組
成
の
如
何
に
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
直
接
労
働
を
巡
転
す
る
が
、
そ
れ
に
も
不
拘
、
両
資
本
町
生
産

物
の
価
値
に
お
い
て
等
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
、
か
く
て
労
働
価
値
法
則
の
資
本
家
的
社
会
に
お
け
る
妥
当
を
否
認
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
言

ふ
「
二
つ
の
資
本
が
相
互
に
轄
し
い
か
ぎ
り
、
利
潤
を
平
均
さ
す
方
向
に
働
〈
競
争
の
法
則
が
、
そ
れ
年
の
生
産
物
を
価
値
に
お
い
て
等
し
か
ら
し

め
る
。
一
つ
の
資
本
が
運
転
す
ゐ
と
こ
ろ
の
、
或
は
生
産
物
が
要
求
す
る
と
こ
う
の
直
接
労
働
の
昼
は
如
何
に
違
つ
一
℃
い
よ
う
と
も
。
こ
れ
に
反
し

て
、
一
}
れ
等
O
資
本
日
目
不
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
一
の
法
則
が
、
ぞ
れ
等
の
生
産
物
を
佃
怖
に
お
い
て
不
幸
な
ら
し
め
る
。
(
同
oto
ユ
4
2
2
b
p

税

卒

。

問

題

第
人
十
巻

=
一
五
九

第
四
号

五



潤

本

の

問

題

第
八
十
巻

。
第
四
号

{ /、

k
t
ロ
同
盟
問
一
判
。
ロ
匹
。
吋
吋
Q

仏
国
立
目
。
ロ
O
同
省
。
己
同
日
μ

肴
民
E
m
ロ
K
F
H
V
U
O白
血

H
N
5
4司
E
n
F
F
O
町
口
吉
岡
百
円
。
切
。
同
唱
。
-
H
E
n
m
-
2
0
ロ
。
自
可
再
O
M
4
1
5白

押

Q

↓口
M
o
n
n神
戸

m-nHHEのロロ戸m-hm目。。
ω
。
同
出
】
5
0
。
ロ
ロ
け
刊
一
F
H
m
w
M
H
・
H
U
ω
u
v

(
以
上
の
引
用
は
、
波
多
野
鼎
著
価
伺
学
説
真
集
一
巻
二

λ
買
設
に
一
一
ニ
四
頁
よ
り
)

マ
ル
ク
λ

は
、
過
去
の
人
間
労
働
力
の
蓄
積
で
あ
る
資
本
は
、
商
品
の
生
産
過
程
で
は
、
た
だ
生
産
に
お
い
て
消
費
さ
れ
た
価
値
部

分
の
み
を
生
産
物
に
移
転
し
添
加
す
る
に
止
ま
り
、
価
値
を
創
造
す
る
も
の
は
生
け
る
労
働
力
白
み
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
は
一
つ

の
独
断
て
あ
っ
亡
、
な
に
ゆ
え
に
人
間
白
手
足
D
延
長
で
あ
る
過
去
白
人
間
労
働
力
白
蓄
積
て
あ
る
資
本
(
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
不
変
資

本
)
は
、
価
値
を
移
転
す
る
の
み
で
、
価
値
を
創
造
せ
な
い
も
む
で
あ
る
か
の
論
証
が
欠
け
て
い
る
。

か
む
T

Y

グ
ス
経
済
学
て
の
資
本
構
成
白
一
一
両
度
化
に
よ
る
相
対
的
剰
余
価
値
の
成
立
乃
至
超
過
利
潤
は
、
不
変
資
不
(
特
に
機
械
設

備
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
部
分
〕
が
価
値
(
利
潤
〕
の
創
造
に
寄
与
し
た
部
分
て
あ
る
と
私
は
解
F
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
(
己
の
点
は

前
に
論
じ
た
と
乙
ろ
で
あ
る
〉
。

他
方
近
代
経
済
学
の
立
場
て
は
、
生
け
る
労
働
力
の
賃
銀
は
、
労
働
の
限
界
生
産
力
て
決
定
せ

b
れ
る
と
す
る
も
、
こ
の
こ
と
は
前

に
も
強
べ
た
よ
う
に
、
労
働
力
が
利
潤
に
寄
与
し
た
程
度
を
全
面
的
に
示

T
も
の
で
は
な
い
。
利
潤
と
い
う
佃
値
の
中
に
は
、
こ
の
価

値
の
創
造
に
当
り
資
本
が
寄
与
し
た
以
上
白
も
の
が
、
換
守
す
れ
ば
、
労
相
即
日
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
賃
金
と
い
う
価
値

よ
り
も
大
き
た
価
値
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
私
は
こ
白
佃
値
を
余
剰
労
働
価
値
と
昔
、
っ
。
査
し
利
潤
と
い
う
価
値
は
、
資
木
と
労
働
力

白
有
機
的
結
合
に
よ
り
て
創

b
れ
る
も
の
て
あ
り
、
労
働
白
限
界
生
産
力
説
は
、
労
働
白
価
値
生
産
へ
の
寄
与
を
全
面
的
に
一
市
す
も
む

で
は
な
い
か
ら
て
あ
る
。

か
く
考
え
る
と
、
近
経
白
立
場
て
は
利
潤
と
い
う
価
値
白
中
に
私
白
所
謂
余
剰
労
働
価
値
が
含
ま
れ
て
お
り
、

マ
ル
ク
ス
経
済
の
立



場
て
は
、
摘
対
的
剰
余
価
値
乃
至
超
過
利
潤
白
名
に

b
w
τ
、
資
本
(
固
定
資
木
)
が
創
造
し
た
価
値
を
ぽ
、
生
け
る
労
働
力
が
創
造

し
た
も
白
と
し
て
取
扱
う
不
合
理
主
敢
℃
し
て
W
る
こ
と
と
な
る
。

か
〈
考
え
る
と
、
近
代
経
済
学
の
立
場
て
は
、
賃
金
と
い
う
価
値
よ
り
も
大
友
る
価
値
、
一
附
謂
私
の
い
う
余
剰
労
働
価
値
量
が
、
利

潤
と
い
う
価
値
の
名
の
も
と
に
一
部
分
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
て
は
、
所
謂
不
変
資
本
と
し
て
取
扱
っ
て
価
値
を
創
造

せ
な
い
と
す
る
が
、
突
は
マ
ル
グ
λ
が
、
相
対
的
剰
余
価
値
乃
至
超
過
利
潤
と
い
う
も
の
は
、
不
変
資
本
の
価
値
創
造
部
分
て
あ
る
と

い
う
こ
と
と
た
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
利
潤
と
い
う
価
値
の
生
産
陀
当
っ
て
、
資
木
と
労
働
力
の
有
機
的
結
合
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
価
値
白
生

産
の
創
造
に
当
り
、
資
本
が
幾
何
、
生
け
る
労
働
力
が
灘
何
の
寄
与
を
な
し
て
い
る
白
で
あ
る
か
、
そ
の
寄
与
率
臼
算
出
は
可
能
て
あ

る
か
。そ
も
そ
も
、
資
本
と
労
働
力
と
の
有
機
的
結
合
に
よ
る
作
用
に
上
っ
て
創
ら
れ
た
価
値
を
、
こ
の
両
者
の
有
機
的
結
合
作
用
効
率
を

数
量
的
に
分
析
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
便
宜
上
つ
ぎ
の
ご
と
き
方
法
ゼ
両
者
の
価
値
創
造
白
寄
与
率
主
計
算
す
る
こ
と
が

出
来
る
し
、
か
く
す
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
を
止
揚
し
、
新
b
し
い
経
済
学
樹
立
の
基
礎
を
築
く
出
発

点
と
な
る
と
思
う
、
こ
の
こ
と
は
一
般
経
済
学
原
理
の
上
に
建
τ
b
れ
る
財
政
学
に
治
い
て
も
新
し
い
方
向
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

資
本
と
労
働
力
の
価
値
(
利
潤
)
創
造
の
寄
ケ
率
は
つ
ぎ
心
ご
と
く
算
出
し
得
る
。

労
働
力
の
価
格
た
る
賃
銀
は
、
労
働
力
の
維
持
費
に
相
当
し
、
商
品
の
費
用
価
格
す
な
わ
ち
、
生
産
費
中
賃
余
椴
を
差
引
い
た
残
額

は
、
資
本
維
持
費
て
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
創
造
さ
れ
た
利
潤
、
換
言
す
れ
ば
企
業
活
動
に
沿
い
て
経
済
価
値
が
増
加
し
た
部
分
を
ば
、

生
産
手
段
資
木
(

C

)

と
労
働
力
資
本
(

V

)

と
の
維
持
費
の
割
合
に
よ
っ
て
回
介
さ
れ
る
こ
と
が
一
応
妥
当
ゼ
あ
る
と
す
る
結
論
に

税

本

り

問

題

第
八
十
巻

第
四
ロ
ヴ

七



説

本

の

問

題

三
六
二
(
註
二
〕

達
す
る
。
か
く
て
前
述
の
マ
ル
グ
ス
心
掲
げ
る
第
二
表
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
を
得
る
(
均
一
M
L
性
同
監
一
一
句
諮
問
一
四
)
。

(
註
一
一
)
生
産
手
段
資
本

(
C
)
中
、
価
値
増
加
の
役
割
官
な
す
主
要
な
も
り
は
、
人
問
。
手
足
の
延
長
と
考
へ
ら
れ
る
機
械
器
具
の
設
備
で
あ
る
が
、

h
i

の
設
備
も
原
料
燃
料
を
伴
は
ね
ば
用
を
な
さ
な
い
も
の
で
ふ
あ
る
か
ら
、
原
料
代
・
燃
料
代
も
、
北
陸
手
段
資
本
維
持
費
と
し
て
価
値
哨
加
分
の
配

分
に
当
ら
せ
る
。

生
産
手
段
資
本
(
C
)
の
価
値
町
分
は
、
広
義
の
企
業
者
所
得
陀
相
当
し
(
地
代
・

利
子
・
狭
義
の
一
企
業
者
所
得
を
含
む
〕
、
労
働
カ
資
本

(
V
)
は
、
余
剰
労
働
価
値
量

(
労
貨
が
労
働
の
一
限
界
生
産
力
て
決
定
せ
ら
れ
る
場
合
)
の
一
価
値
創
造
部
分
に
あ
た

る
も
白
で
あ
る
。

人
或
は
反
駁
し
て
言
う
、

仮
り
に
こ
の
主
張
を
認
め
る
と
ナ
る

も
、
そ
も
そ
も
、
生
産
手
段
資
木
在
る
も
白
は
、
こ
こ
に
言
う
余
剰
労
働
価
値
査
が

逐
次
に
蓄
積
せ

b
れ
た
も
の
で
は
た
い
か
、
し
か
る
に
こ
の
蓄
積
を
是
認
し
て
現
在

の
生
産
手
投
資
本
の
維
持
費
を
某
準
と
し
て
、
価
値
を
配
分
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を

欠
く
て
は
を
い
か
と
。

或
は
回
〈
、
本
源
的
蓄
積
資
本
は
、

マ
ル
ク
ス
が
言
う
て
い
る
ご
と
〈
、
掠
奪
と

搾
取
の
結
晶
て
は
友
hv
か
と
。

先
ず
第
二
の
反
駁
か
ら
答
え
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
の
搾
取
理
論
を
認
め
る
と
す
る
も
、
本
源
的
蓄
積
資
本
が
全
部
が
全
部
、

戦
争
に
よ
る
掠
奪
と
搾
取
の
給
品
で
あ
る
と
受
け
と
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。

マ
ル
ク 第

八
十
巻

第
四
号

生産手段資本(0)及釘働力資本仰の価値配分
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ス
が
?
っ
人
間
(
資
本
家
)
が
人
聞
を
(
労
働
者
)
搾
取
す
る
と
い
う
私
的
資
本
主
義
経
済
社
会
に
か
い
て
、
現
に
生
活
し
且
つ
一
粒
々

辛
苦
L
、
生
命
を
的
に
働
h
て
原
始
蓄
積
資
本
を
形
成
し
た
、
或
は
形
成
し
つ
つ
一
あ
る
人
々
は
多
々
あ
る
。
か
か
る
具
体
的
事
例
は
ど

白
よ
う
に
説
明
ナ
申
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
h
T

、
前
述
の
よ
う
に
私
は
、
生
産
千
段
資
本
に
は
価
値
(
利
潤
)
創
造
の
役
割
を
或
る

程
度
認
め
る
立
場
て
は
、
是
認
す
る
こ
と
を
得
な
い
。

第
一
の
反
駁
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遺
担
ぜ
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
手
段
資
本
の
『
中
て
、
過
去
の
一
余
剰
労
働
価
値
量
的
一
集
積
が
、
幾
何

ぜ
あ
る
か
を
計
量
す
る
己
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
手
段
資
本
に
は
過
去
の
一
剰
余
労
働
価
値
量
の
集
積
部
分
の
あ
る
こ
と
を

広
く
自
覚
せ
し
め
認
識
せ
し
め
る
と
共
に
、
(
こ
の
点
財
産
税
白
根
拠
と
な
る
)
現
在
に
お
い
て
は
、
価
値
増
加
介
(
利
潤
)
を
ば
、

資
本
と
労
働
力
白
維
持
費
白
割
令
て
配
分
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
論
上
主
張
し
、
経
済
政
策
白
基
礎
付
た
ら
し
め
る
こ
と
が
肝
要
て

あ
る
。人

或
は
更
b
k
反
駁
し
て
言
わ
ん
。
そ
れ
は
反
動
て
あ
る
、
吾
な
そ
れ
は
桃
色
て
あ
る
と
。

マ
ル
グ
ス
主
義
白
人
々
は
前
者
三
言
葉

ゼ
、
私
的
資
本
主
義
の
人
々
は
後
者
白
言
て
非
難
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
の
主
う
に
非
難
し
よ
う
と
一
言
う
に
ま
か
せ
る
。
微
力
な

が
b
私
が
今
日
ま
で
研
究
し
、
思
案
し
た
結
論
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
こ
正
真
理
に
忠
実
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か

b

ゼ
あ
る
。

要
す
る
に
、
私
の
立
場
て
の
税
本
は
「
利
潤
」
で
あ
る
と
い
う
点
て
は
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
、
将
又
、
近
代
経
済
学
と
同
じ
で
あ
る

が
、
す
な
わ
ち
、
税
本
の
名
は
ひ
と
し
く
利
潤
と
い
う
も
、
そ
の
税
本
た
る
利
潤
の
原
動
力
が
、

一
は
生
ふ
さ
た
労
働
力
と
し
、
他
は
資

本
と
ナ
る
陀
対
し
、
私
は
資
本
と
労
働
力
の
両
者
で
あ
る
と
す
る
点
比
重
大
左
相
異
点
が
あ
る
。

か
く
て
税
本
て
あ
る
利
潤
は
生
産
手
段
資
本
(
C
〉
に
血
分
せ

b
れ
る
部
分
と
(
こ
れ
は
利
子
・
地
代
・
企
業
家
所
得
に
細
分
さ
れ
J

税

本

町

問

題

第
八
十
巻

六

第
四
号

九



税

本

の

問

題

第
八
十
巻

ノ、
四

第
四
号

四
O 

労
働
力
資
本

(
V
)

に
配
分
せ
ら
れ
る
価
値
部
分
(
現
実
に
は
企
業
家
が
取
得
)
の
二
つ
に
分
れ
る
。
こ
白
後
者
は
、
労
働
力
が
価
値

ゐ
生
産
に
わ
い
て
寄
与
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
労
働
力
所
有
者
に
還
元
さ
る
ベ
き
で
あ
り
、
或
は
労
働
力
保
存
費
た
る
社
会
保

障
費
り
財
源
た
る
。
へ
き
も
の
で
あ
る
。

生
産
手
段
資
本
と
労
働
ガ
資
本
と
い
う
共
同
体
制
の
経
済
に
お
い
V

て
は
、
こ
心
両
者
の
資
本
(
元
本
)
の
保
護
・
育
成
・
蓄
積
(
利

潤
白
資
本
へ
の
転
換
)
を
図
る
こ
と
が
経
済
の
進
歩
発
展
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
税
本
た
る
利
潤
の
原
動
力
の
保
護
・
育
成
・
蓄
積

こ
そ
財
政
学
の
基
本
命
題
て
あ
る
。
か
く
て
と
そ
、
税
源
と
一
耳
わ
れ
る
利
子
・
地
代
・
賃
金
・
企
業
者
所
得
は
浪
々
と
し
て
汲
め
と
も

尽
き
ぬ
泉
D
如
く
流
れ
出
る
で
あ
ろ
う
。

(
三
二
・
八
・
二

O
)




